
今月の
表紙

令和２年４月１日から矢掛認定こども園が開園しました。
たくさんの子どもたちの元気な声が響き渡ります。

やさしさにあふれ かいてきで げんきなまちの情報紙
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笑顔あふれる
矢掛認定こど

も園開園



2令和２年４月号

★
総
務
費

•
定
住
促
進
（
住
宅
新
築
）
助
成

３
，０
０
０
万
円

•
結
婚
祝
金　
　
　
　
　
　
３
０
０
万
円

•
空
き
家
改
修
補
助　
　
　
９
０
０
万
円

•
地
域
お
こ
し
協
力
隊
３
，８
６
７
万
円

•
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業

３
０
０
万
円

•
防
災
対
策
事
業
１
億
９
，４
９
８
万
円

  

（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
更
新
、
国
土
強
靭

化
地
域
計
画
策
定
、
小
田
有
木
谷
排

水
機
場
等
浸
水
対
策 

外
）

★
民
生
費

•
地
域
福
祉
計
画
策
定　

  

４
７
３
万
円

•
障
害
者
福
祉（
障
害
福
祉
計
画
策
定
外
）

３
億
５
，８
０
３
万
円

•
誕
生
祝
金 

１
，４
８
０
万
円

•
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等３

，２
０
６
万
円

•
子
ど
も
医
療
費
【
原
則
18
歳
ま
で
】

６
，２
５
２
万
円

•
児
童
手
当　
　
１
億
８
，３
９
０
万
円

•
障
害
児
通
所
支
援　

 

１
億
２
６
万
円

★
衛
生
費

•
予
防
接
種

  （
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、お
た
ふ
く
か
ぜ
他
）

３
，８
７
０
万
円

•
健
康
や
か
げ
21
・
食
育
推
進
計
画
策
定

１
６
４
万
円

•
■新 

母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置

２
７
７
万
円

 （
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
）

•
妊
産
婦
医
療
費
助
成　

  

１
６
８
万
円

★
農
林
水
産
業
費

•
新
規
就
農
者
支
援
事
業１

，０
４
０
万
円

　
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
平
成
30
年

７
月
豪
雨
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
推
し
進
め

る
編
成
と
な
っ
て
い
た
前
年
度
と
比
較
し
て

1.7
％
の
減
と
は
な
っ
て
い
ま
す
が
、
引
き
続

き
今
後
に
備
え
る
た
め
の
災
害
対
策
を
重
点

課
題
に
捉
え
た
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
更
新
、
大
規
模
自
然
災
害
等
で
想
定

さ
れ
る
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め
の
国
土
強
靭

化
地
域
計
画
の
策
定
、
小
田
・
有
木
谷
の
排

水
機
場
整
備
を
は
じ
め
と
し
た
浸
水
対
策
事

業
や
た
め
池
の
廃
止
工
事
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
前
年
度
か
ら

の
繰
越
事
業
で
あ
る
道
の
駅
整
備
、
新
小
林

住
宅
建
設
と
と
も
に
、
町
内
小
・
中
学
校
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
充
実
を
図
る
た
め
の
校
内
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
を
、
災
害
時
の
避
難
所
と
な
る
体
育

館
ま
で
含
め
て
整
備
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
古

民
家
施
設
の
整
備
、
官
民
連
携
に
よ
る
市
街

地
無
電
柱
化
や
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
に

よ
る
駐
車
場
有
効
活
用
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
、

継
続
的
な
も
の
も
含
め
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
第
６
次
振
興

計
画
の
後
期
計
画
を
は
じ
め
、
地
域
福
祉
計

画
、
障
害
福
祉
計
画
な
ど
の
基
本
計
画
の
作

成
の
ほ
か
、
矢
掛
高
校
の
存
続
を
後
押
し
す

る
た
め
の
魅
力
化
事
業
、
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
の
年
内
選
定
に
向
け
た
活
動
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に

伴
う
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
な
ど
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
主
な
内
容
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。

国庫支出金
7億8,399万円
　（9.5％）

自主財源（33.7％）

使用料および手数料など
2億5,588万円（3.1％）

分担金および負担金
　  1億1,758万円
　　　　　（1.4％）

諸収入 1億7,646万円
（2.1％）

地方消費税交付金など
4億15万円（4.9％）

町税
15億9,100万円
（19.4％）

町債
9億5,590万円
（11.6％）

県支出金
4億5,454万円（5.5％）

繰入金
6億2,449万円
　（7.6％）

地方交付税
28億5,000万円
（34.7％） 歳入

82.1億
円

依存財源（66.3％）

一般会計歳入

令
和
２
年
度
の
主
な
内
容

（ 

一 

般 

会 

計 

）

令和２年度当初予算

令
和
２
年
度

矢
掛
町
の予

算
予
算



一般会計歳出

土木費
13億4,121万円
（16.3％）

総務費
11億9,690万円
（14.6％）

教育費
7億9,474万円
（9.7％）

公債費
8億4,010万円
（10.2％）

農林水産業費
4億9,475万円
　（6.0％）
衛生費
6億7,085万円
（8.2％）

商工費 1億8,163万円
（2.2％）

議会費 8,532万円
（1.0％）

その他 1億624万円
（1.3％）

消防費 2億8,941万円
（3.5％）　　

民生費
22億887万円
（26.9％）

歳出

82.1億
円

令和２年度  各会計当初予算一覧表

• 

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
設
備
省
エ
ネ
化

 

４
，１
６
５
万
円

•
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

１
，５
１
０
万
円

•
た
め
池
廃
止
事
業   

１
億 

５
７
０
万
円

• 

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

 

５
，０
６
２
万
円

•
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業 

１
，８
９
０
万
円

★
商
工
費

•
災
害
復
旧
融
資
利
子
補
給

３
０
０
万
円

•
空
き
家
活
用
新
規
創
業
支
援
事
業
補
助

９
６
３
万
円

•
Ｄ
Ｍ
Ｏ
補
助
（
運
営
分
・
事
業
分
）

 

１
，５
６
０
万
円

•
古
民
家
施
設
整
備
事
業５

，０
０
０
万
円

★
土
木
費

•
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
２
，２
０
０
万
円

•
災
害
復
興
住
宅
建
設
資
金
等
利
子
補
給

１
０
０
万
円

•
道
路
改
良 

２
億
６
，６
７
３
万
円

•
総
合
運
動
公
園
芝
生
改
良６，０

０
０
万
円

•
都
市
再
生
整
備
計
画  

２
億 

２
６
万
円

★
消
防
費

•
ポ
ン
プ
積
載
車
更
新
等１

，５
７
８
万
円

★
教
育
費

•
入
学
祝
金 

８
７
０
万
円

•
■新 

矢
掛
高
校
魅
力
化
事
業

１
，０
７
２
万
円

•
小
・
中
学
校
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備

６
，６
０
０
万
円

•
重
伝
建
選
定
記
念
講
演
委
託１

０
０
万
円

•
文
化
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
省
エ
ネ
化

１
億 

３
８
１
万
円

※表示単位未満の端数処理により、合計と一致しない場合
があります。

区　　分 当初予算額 対前年増減率

一 般 会 計 82億 1,000 万円 △ 1.7％

特 別 会 計 合 計 39億 9,270 万円 0.3％

内　
　
　
訳

国 民 健 康 保 険 17億 5,000 万円 △ 1.1％

介 護 保 険 19億 8,800 万円 1.4％

後期高齢者医療 2億 4,300 万円 4.3％

地 域 開 発 290万円 0.0％

各 財 産 区 880万円 △ 11.1％

公 営 企 業 会 計 49億 9,570 万円 5.2％

内　
　
　
訳

病 院 事 業 19億 4,920 万円 △ 2.4％

介護老人保健施設 3億 4,950 万円 △ 5.4％

水 道 事 業 9億 1,800 万円 11.8％

下 水 道 事 業 17億 7,900 万円 11.5％

合　　　　計 171億 9,840万円 0.7％

町民1人当たりの予算額

５８.２万円

※一般会計、
令和２年３月末現在の
人口で試算

令和元年度繰越事業（令和2年度実施分）
総額約9億7,890万円

令和元年度に予算化されたもののうち、次の事業を次年度に繰り
越して実施します。
◎総務費…浸水対策事業（元町排水機場　外）
◎商工費…古民家施設整備事業
◎土木費…道路改良（町道運動公園線、町道小田寺線　外）、
　官民連携無電中華支援事業補助　外
◎教育費…文化C舞台機構装置修繕、谷村新司コンサート
◎災害復旧費…古屋谷橋復旧工事
■国の補正予算に関連する事業等  
◎土木費…道の駅整備事業、新小林住宅建設事業

3 令和２年４月号

令
和
元
年
度
繰
越
事
業

（
令
和
２
年
度
実
施
分
）

総
額
約
９
億
７
，８
９
０
万
円

　
令
和
元
年
度
に
予
算
化
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、次

の
事
業
を
次
年
度
に
繰
り
越
し
て
実
施
し
ま
す
。

 

◎
総
務
費
…
浸
水
対
策
事
業（
元
町
排
水
機
場
ほ

か
）

◎
商
工
費
…
古
民
家
施
設
整
備
事
業

◎
土
木
費
…
道
路
改
良（
町
道
運
動
公
園
線
、町
道

小
田
寺
線
ほ
か
）、官
民
連
携
無
電
柱
化
支
援
事

業
補
助
ほ
か

◎
教
育
費
…
文
化
セ
ン
タ
ー
舞
台
機
構
装
置
修
繕
、

谷
村
新
司
コ
ン
サ
ー
ト

◎
災
害
復
旧
費
…
古
屋
谷
橋
復
旧
工
事

■
国
の
補
正
予
算
に
関
連
す
る
事
業
等

◎
土
木
費
…
道
の
駅
整
備
事
業
、新
小
林
住
宅
建
設

事
業



■問保健福祉課子育て支援室　☎（82）1013　有線 0532

「認定こども園」の教育・保育目標

「認定こども園」の施設について

【北園舎】

↑開放廊下を屋内廊下に、さ
　らに各保育室の改修を行い
　ました。

↑新たに遊具を設置し、子
　どもたちの遊び場を増や
　しました。

↑北園舎のテラス。
　登園時の検診を行います。

【南園舎】

↑旧子育て支援センター棟の
　内部を改修。

↑給食室を拡張し、250食に
　対応。

↑園児用トイレを
　リニューアル。

↑渡り廊下で２園舎をつな
　ぎ、給食を運びます。

↑駐車場も拡張し、文化セ
　ンターと併用可能に。

　園舎は、旧矢掛幼稚園の園舎を全面改修した北園舎と、旧矢掛保育園を一部改修した南園舎の２園舎を活用。
　北園舎は主に４～５歳児クラス、南園舎は０～３歳児クラスが利用し、２園舎は、渡り廊下でつながっており
園舎間の移動が可能です。
　施設の概要についてご紹介します。

【教育・保育目標】
　心身ともに健康で心豊かな子どもを育てる
【特色ある教育・保育】
•小・中学校、矢掛高校との交流
•地域の人との交流
　（農業体験・読み聞かせボランティア）
•外部の専門講師による体験
　（英語活動・煎茶・抹茶体験・サッカー教室）
•地域資源を活用した活動（ネバーランド・れんげ畑）
•食育（アレルギー対応）、親子運動会、交通安全など

　令和２年４月１日から、矢掛認定こども園が開園しま
した。
　「認定こども園」は、「満３歳以上の子どもに対する教
育と保育」および「３歳未満の保育を必要とする子ども
に対する保育」を一体的に行い、就学前の子どもたちの
健やかな成長を図ることを目的としています。
　今年度は199人の子どもたちが入園予定です。（途中入
園含む）

「矢掛認定こども園」が開園 新型コロナウイルスの感染が拡大しています

矢掛町の対応
備蓄マスクを
病院や学校へ配布

庁舎内に次亜塩素酸水
噴霧器を設置

新型コロナウイルス
感染症対策本部を設置

３月31日、町内の医療機関や小・
中学校など45施設を対象に備蓄
マスクやアルコール消毒液を配
布。他の施設には順次配布する
予定です。

来庁者にできる限りの安心をお
届けするため、窓口では強い除
菌力を持つ次亜塩素酸水を噴霧
しています。その他の施設にも
アルコール消毒液を設置。

4月7日、「矢掛町新型コロナウ
イルス感染症対策本部」を設置
し、翌8日には第1回会議を開
催しました。町民の健康と安全
を守ります。

発熱、咳、だるさなど風邪症状が出たら、仕事や学校を休み、
くれぐれも人の集まる場所に外出しないでください。
新型コロナウイルスの感染が岡山県内でも広がっています。まずは、手洗いや咳エチケットなどの
基本的な感染症対策に努めていただくようお願いします。

○感染症予防の３つの基本
①こまめな手洗い、
　アルコール消毒をする

②咳エチケットに努める
　（マスクの着用、口をふ
　さぐ等）

③発熱等の風邪症状の時
　は外出を控える

○密を避けて外出しましょう

○相談・受診の前に心がけていただきたいこと
•発熱や風邪症状が出た場合は、学校や会社を休んで自宅で療養し、毎日体温を測定して記録しておいてくだ
　さい。
•医療機関を受診する場合は、医療機関に事前に連絡し、マスクを着用して受診してください。
○帰国者・接触者相談センターにご相談いただく目安
次の症状がある人は、直ちにご相談ください。
•風邪の症状や37.5℃以上の発熱が４日以上続く。
•強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある。
※高齢者、基礎疾患のある人（糖尿病、心不全、呼吸器疾患、透析、抗がん剤投薬者の人など）、妊婦の人は、
　上記状態が２日程度続く場合には早めにご相談ください。

備中保健所井笠支所「帰国者・接触者相談センター」　☎（0865）69－1675（24時間対応）

電話：086-226-7877
平日：午前 9時～午後 9時　土日祝日：午前 9時～午後 5時

新型コロナウイルス感染症電話相談窓口

 
 

 
 
❸間近で会話、
　発声をする

 密接場面
❷多数が集まる
密集場所

❶換気の悪い
密閉空間

 
新型コロナウイルスへの対策として、クラスター（集団）
の発生を防止することが重要です。  

３つの条件がそろう場所が
クラスター（集団）発生
のリスクが高い！

 

4令和２年４月号
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　らに各保育室の改修を行い
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　どもたちの遊び場を増や
　しました。

↑北園舎のテラス。
　登園時の検診を行います。

【南園舎】

↑旧子育て支援センター棟の
　内部を改修。

↑給食室を拡張し、250食に
　対応。

↑園児用トイレを
　リニューアル。

↑渡り廊下で２園舎をつな
　ぎ、給食を運びます。

↑駐車場も拡張し、文化セ
　ンターと併用可能に。

　園舎は、旧矢掛幼稚園の園舎を全面改修した北園舎と、旧矢掛保育園を一部改修した南園舎の２園舎を活用。
　北園舎は主に４～５歳児クラス、南園舎は０～３歳児クラスが利用し、２園舎は、渡り廊下でつながっており
園舎間の移動が可能です。
　施設の概要についてご紹介します。

【教育・保育目標】
　心身ともに健康で心豊かな子どもを育てる
【特色ある教育・保育】
•小・中学校、矢掛高校との交流
•地域の人との交流
　（農業体験・読み聞かせボランティア）
•外部の専門講師による体験
　（英語活動・煎茶・抹茶体験・サッカー教室）
•地域資源を活用した活動（ネバーランド・れんげ畑）
•食育（アレルギー対応）、親子運動会、交通安全など

　令和２年４月１日から、矢掛認定こども園が開園しま
した。
　「認定こども園」は、「満３歳以上の子どもに対する教
育と保育」および「３歳未満の保育を必要とする子ども
に対する保育」を一体的に行い、就学前の子どもたちの
健やかな成長を図ることを目的としています。
　今年度は199人の子どもたちが入園予定です。（途中入
園含む）

「矢掛認定こども園」が開園 新型コロナウイルスの感染が拡大しています

矢掛町の対応
備蓄マスクを
病院や学校へ配布

庁舎内に次亜塩素酸水
噴霧器を設置

新型コロナウイルス
感染症対策本部を設置

３月31日、町内の医療機関や小・
中学校など45施設を対象に備蓄
マスクやアルコール消毒液を配
布。他の施設には順次配布する
予定です。

来庁者にできる限りの安心をお
届けするため、窓口では強い除
菌力を持つ次亜塩素酸水を噴霧
しています。その他の施設にも
アルコール消毒液を設置。

4月7日、「矢掛町新型コロナウ
イルス感染症対策本部」を設置
し、翌8日には第1回会議を開
催しました。町民の健康と安全
を守ります。

発熱、咳、だるさなど風邪症状が出たら、仕事や学校を休み、
くれぐれも人の集まる場所に外出しないでください。
新型コロナウイルスの感染が岡山県内でも広がっています。まずは、手洗いや咳エチケットなどの
基本的な感染症対策に努めていただくようお願いします。

○感染症予防の３つの基本
①こまめな手洗い、
　アルコール消毒をする

②咳エチケットに努める
　（マスクの着用、口をふ
　さぐ等）

③発熱等の風邪症状の時
　は外出を控える

○密を避けて外出しましょう

○相談・受診の前に心がけていただきたいこと
•発熱や風邪症状が出た場合は、学校や会社を休んで自宅で療養し、毎日体温を測定して記録しておいてくだ
　さい。
•医療機関を受診する場合は、医療機関に事前に連絡し、マスクを着用して受診してください。
○帰国者・接触者相談センターにご相談いただく目安
次の症状がある人は、直ちにご相談ください。
•風邪の症状や37.5℃以上の発熱が４日以上続く。
•強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある。
※高齢者、基礎疾患のある人（糖尿病、心不全、呼吸器疾患、透析、抗がん剤投薬者の人など）、妊婦の人は、
　上記状態が２日程度続く場合には早めにご相談ください。

備中保健所井笠支所「帰国者・接触者相談センター」　☎（0865）69－1675（24時間対応）

電話：086-226-7877
平日：午前 9時～午後 9時　土日祝日：午前 9時～午後 5時

新型コロナウイルス感染症電話相談窓口

 
 

 
 
❸間近で会話、
　発声をする

 密接場面
❷多数が集まる
密集場所

❶換気の悪い
密閉空間

 
新型コロナウイルスへの対策として、クラスター（集団）
の発生を防止することが重要です。  

３つの条件がそろう場所が
クラスター（集団）発生
のリスクが高い！
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役場の機構が一部変更に

「総務防災課」・「企画財政課」新設 

総務企画課 5係
旧機構

秘書広報室

人事給与係

行政情報係

財政管財係

企 画 係

総務防災課 ４係　☎（82）1010

企画財政課 ２係　☎（82）1057

秘書広報係……秘書、公聴広報および情報発信に関すること

人事給与係……職員の人事、給与および福利厚生に関すること

行政情報係……議会、例規および公告、情報管理に関すること

新 機 構

危機防災係……防災、消防、危機管理に関すること

財政管財係……財政、町有財産および財産区に関すること

企　画　係……町政の総合企画および調整、人口増、統計調査
　　　　　　　に関すること

　「総務企画課」が２つの課に分かれ、「総務防災課」と「企画財政課」が新設されました。
　「総務防災課」は平成 30 年７月豪雨の検証から求められる防災・減災など災害に強い地域づくりを推進、
「企画財政課」は人口増対策、賑わい創出、歴史を生かした地域づくりなど、地方創生事業のさらなる推進に向
けた体制づくりを行いました。
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剤
師
）

◇
竹
内
直
美
／
矢
掛
病
院
看
護
師

長
（
矢
掛
病
院
副
看
護
師
長
）

　主
査
・
主
任
級

◇
森
本
祥
行
／
総
務
防
災
課
主
査

（
総
務
企
画
課
主
事
）

◇
横
田

　茜
／
企
画
財
政
課
主
査

（
上
下
水
道
課
主
査
）

◇
田
中
祐
子
／
町
民
課
主
査
（
町

新　採　用　職　員

令和２年度
地域おこし協力隊（新採用）

（令和２年４月１日付発令）

上下水道課主事
狩
かり

山
やま

紘
こう

一
いち

日
ひ

浦
うら

数
かず

弘
ひろ

総務防災課主事
髙
たか

月
つき

祐
ゆう

子
こ

保健福祉課保健業務係長
山
やま

内
うち

尚
なお

美
み

矢掛病院看護師
長
は せ が わ

谷川由
ゆ

美
み

子
こ

矢掛病院看護師
仕
し

田
だ

原
はら

崇
たか

嘉
よし

矢掛病院看護師
池
いけ

田
だ

勇
ゆう

志
し

西
にし

野
の

沙
さ

織
おり

交流職員
（岡山県より派遣）

産業観光課主査
青
あお

葉
ば

　輝
あきら

7 令和２年４月号



　
収
納
事
務
の
強
化
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
公
平

性
の
確
保
を
目
的
に
、
令
和
２
年
４
月
以
降

の
給
水
停
止
措
置
の
期
限
を
「
納
期
限
を

２
ヶ
月
経
過
」
し
た
場
合
か
ら
「
納
期
限
を

１
ヶ
月
経
過
」
し
た
場
合
に
変
更
し
ま
す
。

　
な
お
、
特
別
な
事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難

な
使
用
者
は
、
従
来
ど
お
り
納
付
相
談
を
承

り
ま
す
の
で
、
必
ず
指
定
期
限
ま
で
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※

給
水
停
止
措
置
は
、
水
道
法
第
15
条
第
３

項
お
よ
び
矢
掛
町
水
道
事
業
給
水
条
例
第
41

条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

■問
上
下
水
道
課
上
水
道
業
務
係

　 

☎（
82
）０
１
７
３
　
有
線
０
５
７
０

上
下
水
道
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

上
下
水
道
料
金
未
納
者
に
対
す
る
給
水
停
止
措
置
の
変
更

　
町
は
３
月
12
日
に
Ｐ
ａ
ｙ 

Ｐ
ａ
ｙ 

株
式
会
社
と
バ
ー
コ
ー
ド

等
決
済
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
４
月
１
日
か
ら
Ｐ
ａ
ｙ 

Ｐ
ａ

ｙ 

を
利
用
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
試
験
導
入
し
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る
支
払
い
が
可
能
と
な
る
の
は
、

亀
島
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
料
と
や
か
げ
郷
土
美
術
館
の
物
販
代
金

の
２
種
類
で
す
。
利
用
さ
れ
る
人
の
意
見
や
導
入
に
よ
る
事
務
の

削
減
効
果
等
を
検
証
し
、
他
の
使
用
料
や
手
数

料
等
へ
の
拡
大
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

■問
企
画
財
政
課
財
政
管
財
係

　 

☎（
82
）１
０
５
７  

有
線 

０
６
０
７

Ｐａｙ 

Ｐａｙ 

に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
試
験
導
入

１ヶ月

【
給
水
停
止
措
置
ま
で
の
流
れ
】

①
納
入
通
知
書
発
行

④
督
促
状
兼
給
水
停
止

予
告
通
知
書
発
行

②
納
期
限

③
有
効
期
限

⑤
指
定
期
限

⑥
給
水
停
止
執
行

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

交
通
安
全
功
労
者
表
彰

　
井
原
交
通
警
察
協
助
員
と
し
て
昭
和
48
年
か
ら
46
年
（
矢

掛
町
交
通
指
導
員
と
し
て
44
年
）
の
多
年
に
わ
た
り
交
通
安

全
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
、
交
通
事
故
の
防
止
に
貢
献
さ
れ
た

功
績
に
対
し
、
矢
掛
町
安
全
対
策
協
議
会
長
（
山
野
通
彦
町

長
）
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

吉原 公三 氏
（矢掛）

　
町
で
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
度
の
特
殊
詐
欺
防
止
機
能
付
き
電
話
等
の
購

入
に
対
す
る
補
助
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
補
助
金
額
　
機
器
の
購
入
お
よ
び
設
置
金
額
の
２
分
の
１
（
上
限
５
，
０
０
０
円
）

●
補
助
対
象
者
　
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
65
歳
以
上
の
人
が
世
帯
内
に
い
る
人
（
世
帯
全
員
が

町
へ
納
付
す
る
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
人
に
限
り
ま
す
。）

●
対
象
機
器
　
左
記
①
、②
の
ど
ち
ら
か
を
満
た
し
、
町
内
の
事
業
所
で
購
入
し
た
機
器

　
①
登
録
し
て
い
な
い
番
号
か
ら
の
着
信
に
対
し
て
注
意
を
促
す
機
能
が
あ
る
も
の

　
②
着
信
相
手
に
通
話
を
録
音
す
る
こ
と
を
自
動
で
伝
え
、
あ
わ
せ
て
通
話
の
内
容
を
自
動
で

録
音
す
る
機
能
が
あ
る
も
の

　（
令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入
し
た
機
器
が
対
象
で
す
。）

●
受
付
締
切
　
令
和
３
年
３
月
31
日

　（
申
請
状
況
に
よ
っ
て
は
期
間
内
に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

■問
町
民
課
国
保
消
費
生
活
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
７
１

特
殊
詐
欺
防
止
機
能
付
き
電
話
等
の
購
入
に

対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て

Information
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ご
み
減
量
化
の
補
助
制
度
に
つ
い
て

　町
で
は
、
働
き
盛
り
の
世
代
を
対
象
と
し
た
脳
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
脳
ド
ッ
ク
と

は
、
主
に
脳
動
脈
瘤
、
脳
梗
塞
、
脳
腫
瘍
な
ど
の
早
期
発
見
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

●
対
象
者
　40
〜
64
歳
（
年
度
末
年
齢
）
の
希
望
者
（
昭
和
31
年
４
月
１
日
〜
昭
和
56
年
３
月

31
日
生
ま
れ
の
人
）

●
検
査
日
　令
和
２
年
６
月
〜
令
和
３
年
３
月
ま
で
の
毎
月
第
１
日
曜
日

　（病
院
の
都
合
で
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

※

受
診
日
に
つ
い
て
は
、
後
日
本
人
へ
通
知
し
ま
す
。
都
合
の
悪
い
日
が
あ
る
場
合
は
、
申
込

み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
診
日
決
定
後
の
日
時
変
更
は
原
則
で
き
ま
せ
ん
。

●
検
査
場
所
　矢
掛
病
院

●
検
診
料
　１
万
円

●
申
込
期
間
　５
月
11
日
㈪
〜
15
日
㈮
　午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※

60
人
の
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
申
込
方
法
　保
健
福
祉
課
へ
電
話
も
し
く
は
来
所
に
て
申
込
み
。

●
検
査
内
容
　脳
検
査
（
約
30
分
）

【
Ｍ
Ｒ
Ｉ（
磁
気
共
鳴
断
層
撮
影
）】

　脳
の
断
層
を
見
る
こ
と
で
脳
腫
瘍
や
脳
梗
塞
の
有
無
を
検
査
し
ま
す
。

【
Ｍ
Ｒ
Ａ（
磁
気
共
鳴
血
管
撮
影
）】

　脳
血
管
の
血
流
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
ク
モ
膜
下
出
血
の
原
因
に
な
る
脳
動
脈
瘤
の
有
無
、

血
管
に
狭
く
な
っ
て
い
る
所
が
無
い
か
な
ど
を
検
査
し
ま
す
。

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
・
保
健
業
務
係
　☎（
82
）１
０
１
３
　有
線
９
６
３
０

脳
ド
ッ
ク
で
脳
の
病
気
を
早
期
発
見

Information
まちからの

お知らせ

入
居
者
募
集

コ
ー
ポ
小
田
入
居
者
募
集

【
コ
ー
ポ
小
田
】

　（住
所
　小
田
５
５
１
８-

１
）

　●
募
集
戸
数
　標
準
世
帯
用
　１
戸

　●
家
　賃
　（月
額
）
４
０
，
０
０
０
円

　
　 駐
車
場
（
月
額
）１
区
画
３
，
０
０
０
円

　●
募
集
期
間
　４
月
20
日
㈪
〜
30
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　（土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係
　☎（
82
）１
０
１
４  

有
線 

０
６
０
５

①
生
ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）、
生
ご
み
処
理
機
購
入
費

補
助

生
ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）、
生
ご
み

処
理
機
を
新
た
に
設
置 

す
る
た
め
に
購
入
し
た

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

②
ボ
カ
シ
・
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
（
エ
コ
ペ
ー
ル
）

生
ご
み
堆
肥
化
推
進
の
た
め
、
ボ
カ
シ
の
無
料
配
布
、
生
ご
み
堆

肥
化
容
器
（
エ
コ
ペ
ー
ル
）
の
２
／
３
を
補
助
し
ま
す
。

※

自
己
負
担
額
は
１
個
あ
た
り
２
４
０
円
で
す
。

③
資
源
回
収
推
進
団
体
へ
の
補
助

資
源
回
収
を
行
う
団
体
に
収
集
量
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
５
円
補

助
し
ま
す
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係
　☎（
82
）１
０
１
１
　有
線
０
５
５
１

補 助 制 度 補助率 補助金
上限額

生ごみ処理機器
購　入　補　助　　 2/3　　　6万円

生ごみ処理容器
購　入　補　助　　 2/3　　　5千円

５月の健康カレンダー

Health  Calendar　MayHealth  Calendar　May

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

受付：午後 0 時30分～1時
開催：午後 1 時～13日㈬ ３歳児健康診査

受付：午前 9時 20分～9時 30分
開催：午前 9時 30分～14日㈭ すこやか育児学級

対象：4～6か月児
受付：午前 9時～10時
開催：午前 9時～20日㈬ 育児相談

と　き 受　　　付 内　　　容

休日当番医

  3日㈰/㈷
  4日㈪/㈷

  6日㈬/㈷ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

※事前に連絡をしてから受診してください。

  5日㈫/㈷ ☎(84)０００１あゆみクリニック

10日㈰ ☎(82)０２０２山縣内科医院
17日㈰ ☎(82)１０５０小　塚　医　院
24日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院
31日㈰ ☎(82)３０７０おぐら整形外科医院

☎(82)１３２１水川内科医院
☎(82)０３０８鳥　越　病　院

と　　き 病　　　院　　　名

9 令和２年４月号



まちのわだい

　3月27日、水車の里フ
ルーツトピアの指定管理者
である株式会社エンジョイ
ファーム（永井泉治代表取
締役）から矢掛町に寄付金
が贈呈されました。

　3月31日、山陽施設工
業株式会社（井上英則代表
取締役）から各地で感染拡
大している新型コロナウイ
ルス感染対策用にアルコー
ル消毒液が贈呈されまし
た。

ご寄付ありがとうございます

矢掛町子ども・子育て会議が答申

地域防災力向上を目指し計画を改定

地域とともに歩んだ幼稚園が閉園

↑佐藤園長の話を真剣に聞く園児ら。

↑出席者は活発な意見交換を行いました。

↑山本会長から山野町長へ答申書が手渡されました。

　３月26日、矢掛町役場で「矢掛町防災会議」が
開催されました。
　矢掛町では、西日本豪雨を受けて従前の計画の見
直しを行っており、住民への避難を促すための施策
を拡充。防災意識を浸透させる必要性を改めて検討
してきました。今後もハザードマップの作成や町内
会単位を中心とした自主防災組織の設立や防災士
の育成を進めていく方針です。
　この日、中国地方整備局や県備中県民局の関係者
が出席し意見交換。山野町長は「今後、この計画の
内容を町民に知っていただき、地域防災力の向上に
役立てていきたい」と話しました。

　3月 23日、町内の３幼稚園で閉園式が行われま
した。
　町では、幼稚園の園児の減少などを理由に幼稚園
を閉園し、矢掛認定こども園に移行されることにな
りました。
　美川幼稚園では、山野町長や最後の卒業生となっ
た３人の園児や小学生４人と保護者らが出席し最
後の別れを惜しみました。
　佐藤英樹園長は、「美川幼稚園は園児、先生、地
域の皆さんすべての人の笑顔になれる場。幼稚園は
閉園するが、ここでの思い出を大切にしてほしい」
と話しました。

　2月14日、矢掛町子ども・子育て会議（山本静枝
会長）は、2020（令和２）年度～2024（令和６）年
度までの「第２期子ども・子育て支援事業計画」を
まとめ、山野町長に答申しました。
　当会議は昨年６月に諮問を受け、平成30年度町
実施の「子ども・子育てニーズ調査」をもとに計４
回開催し意見をまとめました。
　第２期計画の基本理念は、「地域でつながりあい、
安心して子育て・親育ちができるまちやかげ」です。
家庭・学校園・地域・企業・行政が各役割分担のも
と連携を図りながら「子育てに優しいまち」を推進
します。
　「概要版」については、広報やかげ４月号ととも
に全戸配布していますのでご覧ください。

10令和２年４月号

　3月25日、妹
せのお
尾千

ち か の
加乃

さん（西川面）が100歳のお
誕生日を迎えられました。
　妹尾さんの長寿の秘訣
は、若い時によく体を動か
してきたことだそうです。

100歳おめでとうございます



Information
まちからの

お知らせ

やかげＤＭＯ通信

■問（一財）矢掛町観光交流推進機構【やかげＤＭＯ】 矢掛 2552番地２（旧矢掛商業高校跡）
　☎（83）0001　FAX（83）0025　メール　yakage-kanko@yakage-dmo.or.jp

町内お出かけ企画のご相談承ります！！町内お出かけ企画のご相談承ります！！
　町内には四季折々の自然が楽しめるスポットやお祭り・イベント、ピザ作りやうどん作り体験が
できる施設など魅力がいっぱいです。
　やかげＤＭＯでは地域のサロンや町内会などのグループでのお出かけ、少人数でのお出かけの行
程や企画のご相談を受け付けています。ご要望に応じておすすめの施設やスポットをご紹介したり、
行程の作成をお手伝いします。令和元年度は次のような町内ツアーをご提案・活用いただきました。
① 特別ホタル観賞ツアー（6月）
　 夕食と当ツアーのみで行ける絶景ホタル観賞スポットを組み合わせたツアー。
② やかげ小唄おどり特別鑑賞プラン（8月）
　 やかげ町家交流館で夕食後、小唄踊り観賞用
の特別桟敷席をご用意。2グループの町内サロ
ンの皆さんが当企画を活用されました。

　矢掛の魅力を再発見してみませんか！！お気軽にやかげＤＭＯまでご相談ください！！

　このコーナーでは、矢掛町で地域おこし協力隊
として活躍している隊員たちの活動内容について
お知らせします。

〇「矢掛町地域おこし協力隊」を志願した理由は ?
⇒4年ほど前に岡山大学の留学生と江良地区の秋祭
りに参加し、交流した際に矢掛町の地域の皆さん
の温かさや優しさを感じ、興味を持ちました。
〇主な活動内容は ?
⇒水車の里フルーツトピアで畑約 4 アールを借り、
ステビアやパパイヤなどを栽培しています。ステ
ビアは収穫し、葉を粉末にして原料に混ぜた菓子
など特産品の開発に取り組んでいます。
〇ステビアとは ?
⇒南アメリカ原産のキク科の植物です。砂糖の約
300 倍の糖度があり、少量で砂糖並みの甘さを出
すことができ、カロリーオフの甘味料としてダイ
エット用飲食品や糖尿病患者向けに商品が販売さ
れています。
〇今後の目標は ?
⇒ステビアやパパイヤだけでなくブラックベリー

の栽培もしており、これらを原料に商品化に取り
組み、矢掛町の特産品として売り出していきたい
です。また、農業分野以外でも、海外と日本を結
び新たな繋がりを作る橋渡しができればと考えて
います。
〇地域おこし協力隊とは ?
都市部から地方に移住して活性化に取り組む制度。
2009年度から始まった制度で、受け入れ先の自治
体が隊員を募る。
矢掛町では、平成27年 6月から隊員を受け入れて
おり、これまで受け入れた隊員は13人。

【略歴】バングラデシュの政府機関で糖尿病対策を担当し
ており、低カロリーで砂糖の代替品になる南米原産の植物
「ステビア」を研究。2003年に結婚したタイミングで来日
し、東京農工大大学院で農学博士号を取得。2017年度か
ら２年間岡山大学で研究員を務める。

カリム・ジアゥルさん（46）

■問企画財政課企画係　☎（82）1057　有線 0521
矢掛町地域おこし協力隊通信

11 令和２年４月号



　■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　♪春よこい　早くこい　あるきはじめた　みいちゃんが
　　赤い花緒の　じょじょはいて
　　おんもへ出たいと　待っている
　春が待ち遠しい、人も自然も暖かい春を待っているとても心あたたまる歌です。思いきり
外を歩きたい、いつもの暖かい季節でありますようにと願うばかりです。
　図書館では、さまざまなジャンルの本をご用意して皆さんのお越しをお待ちしています。

カウンターからの情景

やかげ聞き書き人の会発行の「聞き書き集　やかげ　第６号」です。ぜひ、ご覧ください。

「聞き書き集　やかげ　第 6号」　 やかげ聞き書き人の会／著

図書館のイベント

おはなしらんどスペシャル
◆と　き　4月25日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　リハーサル室
◆内　容　えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵
本の読み聞かせやエプロンシアターなど楽しい
おはなしがいっぱい。

えいごであそぼう
◆と　き　5月 9日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　図書館
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲームなど

郷土にゆかりのある本

日時、内容等は図書館へお問い合わせください。

みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

は休館日

25

日

4 5 6 87
1
9
2

10
3
11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23
26 27 28 29 30

火水木金

24
31

月

4月の休館日
　20日（月）・27日（月）・30日（木）

土
5月の図書館カレンダー

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

常設展示室

　本展覧会では、矢掛町名誉町民で昭和を代表する書家・
田中塊堂の代表作約40点を一堂に展示しています。
　田中塊堂は、はじめ漢字書を学んでいましたが、師・川
谷尚亭の助言により、かな書へ転向し独学で研鑽を積み、「大
字のかな書」の先駆者として全国を舞台に活躍しました。「詩
情表現」をモットーとし、「読んで味わう書」ではなく、「観
て感覚に訴える書」に終生全身全霊で取り組んできました。
　　「仮名に生きて大字をやれといひませし
　　　　　　　　師の亡きあとの一筋をゆく　（塊堂）」
　私たちの先祖が育ててきた日本固有の仮名を現代に生か
していくことを使命とし、「大字のかな書」一筋に歩んでき
た田中塊堂の詩情表現をぜひご堪能ください。

やかげ郷土美術館　開館 30 周年記念 特別企画展

「田中塊堂とゆかりの書家展」
　　　　 会期／4月18日（土）〜7月3日（金）

田
中
塊
堂
「
那
智
の
瀧
」
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）

神
に
ま
せ
ば
ま
こ
と
う
る
は
し
那
ち
の
瀧
（
高
浜
虚
子
）

大
字
か
な
に
熟
練
し
た
晩
年
の
作
品
。
抑
揚
の
あ
る
筆

遣
い
で
、
大
胆
に
瀧
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
て
い
る
。

行事が変更または中止になる場合があります。
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★�対 象 者★　�町内在住で令和元年5月生まれのお子さん
★応募期限★　令和２年４月30日（木）必着
★�応募方法★　�写真に①住所②氏名（ふりがな）③性別④生年月日⑤電話番号⑥20字程度のメッセージを添えてご応募く

ださい。
★�応 募 先★　総務防災課秘書広報係　〒714−1297　（役場専用）矢掛町矢掛3018　☎（82）1010　有線�0522

満１歳のお祝いに写真を掲載しませんか？ 5 月生まれ募集中

読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

カ
ラ
フ
ル
に
な
っ
て
踏
め
な
い
マ
ン
ホ
ー
ル�

紫
　し
め
の

ス
ー
パ
ー
で
私
の
お
か
ず
煮
え
て
ま
す�

山
元
と
も
え

買
い
占
め
た
マ
ス
ク
忘
れ
て
バ
ス
に
乗
り�

森
本
か
の
こ

独
り
で
も
平
気
ス
マ
ホ
と
酒
が
あ
る�

椎
葉
つ
と
む

俎
板
の
リ
ズ
ム
で
踊
る
割
烹
着�

田
中

　
　恵

て
い
ね
い
に
い
き
て
お
り
ま
す
か
た
つ
む
り�

池
田
た
か
子

ひ
た
す
ら
に
走
っ
た
昭
和
今
ポ
カ
ン�

山
縣
の
ぶ
子

旗
ふ
っ
て
応
援
し
て
る
ふ
り
を
す
る�

江
木

　基
夫

鬼
嫁
が
財
布
持
っ
て
て
円
満
だ�

池
田

　信
夫

あ
せ
ら
ず
に
ボ
チ
ボ
チ
行
こ
う
枕
木
よ�

田
中

　道
博

日
め
く
り
を
め
く
っ
て
今
日
の
歩
が
進
む�

選
　者
　吟

文
化
協
会
川
柳
三
月
作
品�

�

内
田
と
み
子
選

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

やかげの
　　いきものがたり

〔第52回　イタドリ〕
　イタドリは方言でシャジッポと呼ばれ、子供のころ皮を
むいてかじって食べた人もいらっしゃると思います。円筒
形に切って両端に切れ込みを入れ、水に浸して反り返った
ものに棒を通し
水車に見立てた
遊びもあります。

（生のイタドリ
は食べすぎない
ように注意して
ください。）

〔文・写真　矢掛SATOYAMA未来計画〕

我が家のアイドル我が家のアイドル
Happy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st Birthday

��������ふじおかしゅん��た

藤岡純大くん（小田）
（H31年 4月25日生まれ）
我が家のアイドル三男坊！た
くましい男になってね♡

����つぼ��い��まど��か

坪井円花ちゃん（東三成）
（H31年 4月13日生まれ）
兄妹仲良く元気に大きくなぁ
れ♡おめでとう♡

���� �いちかわ���ひなた

市川 陽大くん（矢掛）
（H31年 4月15日生まれ）
元気にのびのび大きくなってね
♪

   5/8  6/5金 金

火災・地震などの
緊急情報をいち早く！！

やかげ navi.
Yakaɡe Public Naviɡation

やかげ観光大使

総務防災課秘書広報係　☎（82）1010　有線 0522問

　必要なときに、必要な情報があなたの
スマホに届きます。今すぐスマホアプリ
「やかげ navi.」をダウンロードして、より
快適でより安心安全なやかげ暮らしを！！
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,113人（－34） 
　男　     6,764人 （－18） 
　女　     7,349人 （－16）
世帯数　  5,513世帯（－19）

令和２年4月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

相

　
　談

７
～
９
月
の
お
達
者
教
室

参

加

者

募

集

　
町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
い
つ

ま
で
も
健
康
で
生
活
す
る
た
め
の
知

識
や
運
動
を
学
ぶ
「
お
達
者
教
室
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
教
室
に
参
加

し
て
、
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し

ょ
う
。

◦
対
象
者
　
65
歳
以
上
で
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
町
民
の
人

◦
場

　所
　
ポ
ル
ソ
矢
掛
、
長
楽
園

（
送
迎
・
食
事
あ
り
）

※
お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
参
加
期
間
　
７
～
９
月
　
月
４
回

開
催

◦
利
用
料
　
１
回
８
０
０
円

◦
申
込
締
切
　
５
月
18
日
㈪

■問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健

福
祉
課
内
）

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
７
２

心
配
ご
と
相
談

◦
と

　き
　
５
月
15
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内

　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

法
務
局
の
常
設
相
談
日

◦
と

　き
　
５
月
13
日
㈬
・
20
日
㈬
・

27
日
㈬
　
午
前
９
時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と

　き
　
４
月
24
日
㈮
、
５
月
8

日
㈮
、
22
日
㈮
　
午
前
10
時
～
午
後

３
時（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
相
談
料
　
無
料

◦
対
象
者
　
矢
掛
町
内
に
住
所
を
有

す
る
人

◦
そ
の
他
　
町
産
業
観
光
課
へ
電
話

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
予
約
な
し

で
も
相
談
可
能
で
す
が
、
予
約
さ
れ

て
い
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

☎
０
８
６
５（
62
）２
１
４
７

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」
15
～
49
歳
ま
で
の
若
者

の
皆
さ
ん
の
「
働
き
出
す
力
」
を
多

様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出
し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦
と

　き
　
５
月
13
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
対
象
者
　
15
～
49
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
所
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
こ

の
度
中
小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者

の
新
た
な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上

募

　
　集

有料広告

■問 総務防災課秘書広報係
☎（82）1010　有線0522

広報やかげでは有料広告
を募集しています。
会社やお店の宣伝などに
お役立てください。
大　き　さ 掲載料（月額）

縦45㎜×横56㎜   7,000 円
縦45㎜×横85㎜ 10,000 円
縦45㎜×横170㎜ 20,000 円

広報　　　に
広告を掲載しませんか？

お気軽に
お問い合わせください。
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,113人（－34） 
　男　     6,764人 （－18） 
　女　     7,349人 （－16）
世帯数　  5,513世帯（－19）

令和２年4月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
相
談
支
援

事
業
所
、
行
政
機
関
な
ど
の
地
域
の

関
係
者
が
集
ま
り
相
談
を
通
じ
て
集

ま
っ
た
課
題
を
共
有
し
、
課
題
解
決

に
向
け
て
話
し
合
い
、
障
が
い
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
支
援
体

制
の
整
備
を
図
る
も
の
で
す
。

【
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
】

　
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

相
談
支
援
専
門
員
が
、
当
事
者
や
そ

の
家
族
等
か
ら
の
日
常
生
活
の
困
り

ご
と
や
支
援
等
に
つ
い
て
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

◦
開
所
日
時
　
月
曜
日
～
金
曜
日
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
盆
・

年
末
年
始
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
矢
掛
２
５
１
２
番
地
１

（
社
会
福
祉
法
人
あ
す
な
ろ
園
内
）

◦
相
談
方
法
　
来
所
・
訪
問
・
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

◦
連
絡
先
　
☎（
82
）０
１
５
７

Ｆ
Ａ
Ｘ（
83
）３
０
１
１

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
８
１

農
作
業
機（
ロ
ー
タ
リ
ー
等
）

を
装
着
し
た
ト
ラ
ク
タ
ー
の

公
道
走
行
に
つ
い
て

　
道
路
運
送
車
両
法
の
基
準
緩
和
が

公
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
の
使
用
者
が
基

準
緩
和
認
定
の
条
件
や
制
限
事
項
を

の
諸
問
題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
と

　き
　
５
月
20
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時

◦
と
こ
ろ
　
備
中
西
商
工
会
本
部

（
矢
掛
）
会
議
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

◦
申
込
締
切
　
５
月
７
日
㈭
　
午
後

５
時
ま
で

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）

☎（
82
）０
５
５
９

身
体
障
害
者
等
巡
回
更
生
相
談

　
令
和
2
年
度
身
体
障
害
者
等
巡
回

更
生
相
談
は
、
井
笠
地
域
で
次
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
補
装
具
、
更

生
医
療
等
の
判
定
・
相
談
が
で
き
ま

す
の
で
希
望
者
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◦
と
き
・
と
こ
ろ

笠
岡
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　�

６
月
９
日
㈫
、
10
月
20
日
㈫
、
令

和
３
年
２
月
２
日
㈫

井
原
保
健
セ
ン
タ
ー

　
８
月
４
日
㈫
、
12
月
１
日
㈫

◦
内

　容

◦�

補
装
具
、
更
生
医
療
等
の
判
定
・

相
談

◦�

手
帳
再
審
査
に
係
る
診
断
書
の
作

成
◦�

心
理
学
的
・
職
能
的
判
定

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
８
１

狩
猟
免
許
試
験
・
講
習
会

　
今
年
度
の
狩
猟
免
許
試
験
お
よ
び

狩
猟
初
心
者
講
習
会
は
次
の
と
お
り

で
す
。
受
験
等
希
望
者
は
、
産
業
観

光
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
と
こ
ろ
・
と
き
お
よ
び
申
込
期
限

◦
費

　用
　

◦
初
心
者
講
習
会
＝
４
，
０
０
０
円

（
2
種
目
受
講
し
て
も
受
講
料
は
同

額
）

◦
狩
猟
免
許
試
験
＝
5
，
２
０
０
円

◦
免
許
種
別
　
網
猟
、
わ
な
猟
、
第

1
種
銃
猟
、
第
2
種
銃
猟

※
申
込
み
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
付
は
全
て
４
月
22
日
㈬
～

■問
産
業
観
光
課
農
林
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

２
０
２
０
年
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す

　
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く
報
告

義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て

利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
時
点
は
２
０
２
０
年
６
月
１

日
で
す
。

　
調
査
票
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■問
企
画
財
政
課
企
画
係

☎（
82
）１
０
５
７
　
有
線
０
５
２
１

矢
掛
都
市
計
画
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
の
決
定
（
案
）の
縦
覧

　
矢
掛
都
市
計
画
を
決
定
す
る
た
め

「
都
市
計
画
の
案
」
の
縦
覧
を
行
い

ま
す
。

◦
都
市
計
画
の
案
の
概
要

　
矢
掛
都
市
計
画
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
の
決
定

◦
名

　称
　
矢
掛
町
矢
掛
宿
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区

◦
位

　置
　
矢
掛
町
矢
掛
の
一
部
、

小
林
の
一
部

◦
面

　積
　
約
11
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル

◦
案
の
縦
覧

◦
縦
覧
内
容
　
矢
掛
都
市
計
画
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
決
定
（
案
）

◦
縦
覧
期
間
　
４
月
17
日
㈮
～
５
月

１
日
㈮
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
5

時
15
分

◦
縦
覧
場
所
　
建
設
課
お
よ
び
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

◦
意
見
書
の
提
出
方
法
　
縦
覧
期
間

中
に
縦
覧
場
所
に
備
え
付
け
の
用
紙

ま
た
は
「
意
見
書
」
に
意
見
を
記
入

し
、
郵
送
ま
た
は
建
設
課
へ
直
接
提

出
す
る
。

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係

☎（
82
）１
０
１
４
　
有
線
０
６
０
５

令
和
２
年
４
月
１
日

矢
掛
町
障
害
者
自
立
支
援
協

議
会
を
設
置
、
障
害
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
所

【
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
】

　
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
と
は
、

障
が
い
に
つ
い
て
、
障
が
い
当
事
者

や
そ
の
家
族
、
障
害
者
団
体
、
障
害

お
知
ら
せ

会　　　場 初心者講習会日時 狩猟免許試験日時 申込期限

グリーンヒルズ津山リージ
ョンセンター（初心者・試験）

�６月21日㈰
午前９時～午後４時

６月28日㈰
午前９時30分～ ５月８日㈮

体験学習施設百花プラザ
（初心者・試験）

�７月26日㈰
午前９時～午後４時

８月５日㈬
午前９時30分～ ６月５日㈮

ライフパーク倉敷（初心者）
倉 敷 市 民 会 館（ 試 験 ）

�８月30日㈰
午前９時～午後４時

９月８日㈫
午前９時30分～ ７月27日㈪

体験学習施設百花プラザ
（初心者・試験）

11月14日㈯
午前９時～午後４時

11月20日㈮
午前９時30分～ 10月16日㈮
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新
た
に
指
定
し
ま
し
た
。
工
事
な
ど

の
際
は
、
必
ず
町
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
へ
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

◦
指
定
番
号
　
１
６
９
　
㈱
三
美
産

業
（
高
梁
市
）
☎
０
８
６
６（
48
）２

８
７
８

■問
上
下
水
道
課
上
水
道
工
務
係

☎（
82
）０
１
７
３

や
か
げ
の
お
い
し
い

学
校
給
食
レ
シ
ピ
集
発
行

　
園
児
・
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
保
護
者
の
人
に
学
校
給
食

を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、

給
食
を
通
じ
て
成
長
期
の
皆
さ
ん
の

学
校
給
食
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
た

だ
く
「
や
か
げ
の
お
い
し
い
学
校
給

食
レ
シ
ピ
集
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
レ
シ
ピ
集
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
町
給
食
セ
ン
タ
ー

☎（
82
）１
４
１
６
　
有
線
４
７
１
０

被
覆
肥
料
の
被
膜
殻
の

流
出
防
止
に
つ
い
て

　
水
田
で
は
、
被
覆
肥
料（
※
）の
肥

料
成
分
が
溶
出
し
た
後
、
被
膜
殻
が

水
面
に
浮
上
し
、
水
田
か
ら
河
川
や

海
洋
等
に
流
出
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
被
覆
肥
料
を
使
用
し
て
い
る
場
合

は
、
浅
水
代
か
き
を
行
う
ほ
か
、
代

か
き
や
田
植
え
前
の
強
制
落
水
は
避

け
る
な
ど
の
水
管
理
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
被
覆
肥
料
を
ほ
場
外
に
流
出

さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
表
面
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
殻

で
覆
わ
れ
て
い
る
肥
料

【
ポ
イ
ン
ト
】

◦
畦
畔
管
理

◦
あ
ぜ
塗
り
の
徹
底
や
あ
ぜ
シ
ー
ト

を
設
置
す
る
。

◦
水
尻
周
辺
を
丁
寧
に
踏
み
固
め
る
。

◦
止
水
板
は
あ
ぜ
よ
り
高
く
す
る
。

◦
代
か
き

◦
入
水
時
ま
で
に
田
面
の
高
低
差
を

な
く
す
。

◦
代
か
き
は
浅
水
で
行
う
。

◦
強
制
排
水
で
は
な
く
、
自
然
落
水

で
水
位
調
整
す
る
。

◦
田
植
え

◦
田
植
え
前
の
落
水
は
行
わ
ず
、
自

然
落
水
で
水
位
を
調
整
す
る
。

◦
施

　肥

◦
Ｊ
Ａ
の
栽
培
暦
等
に
よ
り
適
正
施

肥
に
努
め
る
。

◦
収
穫
後
の
耕
耘

◦
収
穫
後
、速
や
か
に
耕
耘
を
行
う
。

■問
☎
産
業
観
光
課
農
林
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

容
器
入
り
ガ
ソ
リ
ン
等
を

購
入
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

　
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
適
切
な
使
用
を

確
保
し
、
火
災
予
防
を
徹
底
す
る
た

め
、
容
器
入
り
の
ま
ま
で
販
売
さ
れ

る
ガ
ソ
リ
ン
等
（
ホ
ワ
イ
ト
ガ
ソ
リ

ン
や
混
合
油
な
ど
、
第
四
類
第
一
石

油
類
の
も
の
）を
購
入
さ
れ
る
際
に
、

本
人
確
認
や
使
用
目
的
の
確
認
を
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■問
消
防
本
部
予
防
課

☎（
62
）９
４
０
２

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
・
維
持
管
理
に
つ
い
て

　
住
宅
火
災
の
発
生
を
い
ち
早
く
知

ら
せ
て
、火
災
か
ら
私
た
ち
の
生
命・

財
産
を
守
る
た
め
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
火
災
の
と

き
に
き
ち
ん
と
作
動
す
る
よ
う
、
適

正
な
場
所
に
設
置
し
て
、
定
期
的
に

作
動
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
古
く
な
る

遵
守
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
作
業
機

を
農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
に
装
着
し
た
ま

ま
で
も
公
道
走
行
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

◦
ポ
イ
ン
ト
と
条
件

◦
農
作
業
機
を
装
着
す
る
と
、幅
が

１
・
７
ｍ
を
超
え
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
合
、
道
路
交
通
法
で
定

め
ら
れ
て
い
る
大
型
特
殊
自
動
車
免

許
（
農
耕
車
限
定
含
む
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

※
作
業
機
の
幅
は
端
か
ら
端
ま
で
の

寸
法
で
す
。
耕
耘
幅
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
作
業
機
を
装
着
し
て
も
、
灯
火
器

類
が
ほ
か
の
交
通
か
ら
確
認
で
き
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

◦
安
定
性
の
保
安
基
準
を
満
た
せ
な

い
場
合
は
運
行
速
度
15
㎞
／
ｈ
以
下

の
速
度
制
限
と
制
限
を
受
け
た
車
両

の
表
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◦
幅
が
２
・
５
ｍ
を
超
え
る
場
合
は
、

表
示
や
灯
火
器
類
、
特
殊
車
両
通
行

許
可
を
受
け
る
な
ど
の
対
応
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
農
協
な
ど

農
機
販
売
店
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■問
産
業
観
光
課
農
林
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

矢
掛
町
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
の
新
規
指
定

　
町
で
は
、
次
の
と
お
り
事
業
者
を

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付

※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限
国民健康保険税（1 期）
軽自動車税（種別割）
介護保険料（1 期）

4月30日㈭ 4月30日㈭

水道料金・下水道料金
（矢掛・美川・三谷・小田地区）4月27日㈪ ４月30日㈭

手当・給付の内容 振 込 日
後
期
高
齢
者

医
　療

療養費（コルセット等）
（2 月申請分）５月   7日㈭ 町民課

国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571高額療養費（3 月申請分）４月17日㈮

子ども医療費
ひとり親家庭等医療費

（3 月申請分）
４月30日㈮

保健福祉課子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532

心身障害者医療費
（3 月申請分）４月30日㈮ 保健福祉課福祉推進係

☎（82）1013��有線 0581
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と
電
子
部
品
の
劣
化
や
電
池
切
れ
な

ど
で
煙
ま
た
は
熱
を
感
知
し
な
く
な

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
10
年
を
目
安

に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
消
防
職
員
が
設
置
調
査
に

伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
際
、
消

火
器
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
販
売

や
斡
旋
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■問
消
防
本
部
予
防
課

☎（
62
）９
４
０
２

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

５
月
８
日
㈮
・
20
日
㈬
・
21
日
㈮
・

22
日
㈮
・
25
日
㈪
・
26
日
㈫
・
29
日

㈮
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

５
月
4
日
㈪
、
11
日
㈪
、
18
日
㈪
、

25
日
㈪
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１
　
有
線
９
６
０
９

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
３
月
分
／
敬
称
略
）

▼
災
害
支
援
金

　土
肥
廉
史
（
井
原

市
）、
稲
吉
克
裕
（
愛
知
県
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
金
一
封
）

小
倉
計
一
、
廣
井
紘
一
（
矢
掛
）、

中
本
靜
満（
宇
角
）、木
村
隆（
横
谷
）、

宮
地
新
一（
南
山
田
）、森
永
英
稔（
江

井原警察署
矢掛幹部派出所

良
）、末
永
俊
市
、渡
邉
正
之（
浅
海
）、

妹
尾
幸
樹
（
小
田
）
▼
美
川
公
民
館

へ
（
金
一
封
）
中
本
靜
満
（
宇
角
）

▼
三
谷
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
木
村

隆
（
横
谷
）
▼
山
田
公
民
館
へ
（
金

一
封
）
山
室
良
介
（
里
山
田
）、
宮

地
新
一
（
南
山
田
）
▼
川
面
公
民
館

へ
（
金
一
封
）
筒
井
康
壽
（
宇
内
）、

池
田
知
子
（
西
川
面
）
▼
中
川
公
民

館
へ（
金
一
封
）佐
藤
充
宏（
本
堀
）、

森
永
英
稔
（
江
良
）、
末
永
俊
市
、

渡
邉
正
之
（
浅
海
）
▼
小
田
公
民
館

へ
（
金
一
封
）
妹
尾
幸
樹
（
小
田
）

▼
矢
掛
町
へ
（
金
一
封
）
株
式
会
社

エ
ン
ジ
ョ
イ
フ
ァ
ー
ム
（
岡
山
市
）、

ト
ラ
イ
ク
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
、

（
ア
ル
コ
ー
ル
）
山
陽
施
設
工
業
株

式
会
社
（
岡
山
市
）
▼
中
川
保
育
園

へ
（
Ｃ
Ｄ
デ
ッ
キ
ほ
か
）
令
和
元
年

度
中
川
保
育
園
保
護
者
会
▼
小
田
保

育
園
へ
（
パ
ラ
ソ
ル
ほ
か
）
令
和
元

年
度
小
田
保
育
園
保
護
者
会
▼
矢
掛

病
院
へ
（
金
一
封
）
池
田
知
子
（
西

川
面
）
▼
美
術
館
へ
（
美
術
品
）
三

宅
紘
介
（
小
田
）
▼
矢
掛
寮
へ
（
野

菜
）
匿
名
希
望

■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

出
店
荒
し

事
務
所
荒
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

金

属

盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

3　月 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 17 2 0 15
累　計 10 0 0 0 0 2 1 0 0 0 4 2 1 0 63 7 0 56

（前年比） -3 ±0 ±0 ±0 -4 ±0 +1 ±0 ±0 -1 +3 -2 ±0 ±0 +14 +2 ±0 +12

ゴールデンウィークにおける山岳遭難の防止
　ゴールデンウィークを迎え、気候が温暖になっても、山頂
付近はまだ寒く、天候も急変しやすいため、登山計画や装備
が不十分であれば命にかかわる場合もあります。
　春山の危険をしっかり認識し、次のことを守って事故を防
ぎましょう。
◦体力、体調、登山の経験等に見合った山を選択し、登山コー
ス、日程、通信手段、装備、食料等に配意して、安全な登山
計画を立てましょう。
◦登山の前には、公益社団法人日本山岳ガイド協会が運営す
るインターネットによる登山届受理システム「コンパス」に
登録し、登山届を提出しておきましょ
う。
◦視界不良・体調不良時等には、道
迷い、滑落等による遭難の恐れが高
まることから、早めに下山しましょ
う。

　安全運転相談窓口では、病気、身体の障害等を有する人の
運転免許の取得、高齢者その他の人で運転免許を有する人の
運転の継続や運転免許証の返納等に関する相談を受け付けて
います。
　運転免許を取得しようとする人や運転免許を有する人のほ
か、家族等からの相談にも対応しています。
　相談には、一定の知識を持つ警察職員や医療に関する専門
的知識を有する保健師が対応し、安全運転の継続に必要な助
言・指導や運転免許証返納後の各種支援施策の案内などを行
っています。
　なお、家族等が相談される場合は、本人の状況がよく分か
る人が相談してください。
≪相談の窓口≫
★運転の適性に係る来場相談
　ところ：岡山県運転免許センター内
　受付日時：平日（月曜日～金曜日）午前８時30分～午後4時
※身体の障害に関する相談については、実際に身体の状態を
確認させていただきますので、事前の予約が必要となります。
★電話相談　安全運転相談ダイヤル
　♯８０８０（シャープハレバレ）
　平日（月曜日～金曜日）午前８時30分～午後5時

安全運転相談制度

※数値は暫定数です。◦犯罪・交通事故発生状況（令和２年 3月末現在）
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矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2020. 4
vol.94

　今年も男子 60人、女子 46人、合計 106人の新１年生が入学
しました。新型コロナウイルス感染拡大を防ぐため、ご家族のみ
の出席でしたが、アットホームで温かい式となりました。これか
ら矢高ファミリーの一員として頑張っていきましょう。

入学式

リージョナルモデル通信  ⑨町からの矢高生サポート制度

矢高限定！ 魅力の支援制度

Top News
４月８日㈬

　このコーナーでは、地域と連携した高校づくり（リージョナルモデル）のトピックスをお伝え
していきます。今回は「町からの矢高生サポート制度」を紹介します。

矢高卒業生の抱負【私立大学】
ノートルダム清心女子大×2
川崎医療福祉大×3、就実大×4
岡山理科大×3、岡山商大×5
環太平洋大×3、倉敷芸科大
山陽学園大、関西大
関西学院大、近畿大  など
【短大・専門学校】
倉敷市立短大、中国短大×4
倉敷看護専門×3  など

【就職】
JA晴れの国岡山、JFEスチール、
カモ井加工紙、扶桑薬品工業
シーピー化成、日本郵便   など

【公務員】
倉敷市役所、
兵庫県警
陸上自衛隊×3

岡山県立大（保福看護）
鳥取環境大（経営）
山口東京理科大（工）
高知工科大（シス工）
都留文科大（教養）

　化学の授業で、化学結合
と結晶について学んでいる
とき、自分の身の回りにあ
るものがどんな原子から構
成されていて、どんな結び
つきをしているのか知りた
いと思い、化学が好きにな
りました。大学では、化学
科で様々な物質の構造を原
子・分子レベルで学び、研
究したいと考えています。

妹尾赳瑠さん

岡山大学
理学部 合格

　矢高では、「聞き書き」や
スピーチコンテストなどの
活動をしました。その中で、
相手の心に届く書き方・話
し方を学ぶことができまし
た。また、進路を決める際に、
学校の先生や地域の皆さん
にご指導いただき、とても
感謝しています。春からも
この気持ちを忘れず、人の
心に寄り添える社会人にな
りたいと思います。

北村優菜さん

倉敷市役所
　　　  合格

矢高に通う生徒（ご家庭）の経済的負担を軽くし、資格
取得の奨励を行うことで、安心して積極的な学びが得ら
れる教育環境を実現します。この春からスタートする画
期的な町からのサポート制度です。

資格チャレンジのサポート

④ 英語技能試験（GTEC）サポート
⑤ 資格・検定試験サポート

１回の受験につき3,000 円のサポートがあ
ります。

合格者には受験料相当額の図書カードが贈られます。

どれか一つを
選べます！

選べる３つのサポート

① 被服費サポート
② 通学サポート
③ 通塾サポート

入学時の制服購入費用の一部が補助され
ます。（上限：4万円）

通学定期券の費用の一部が補助されます。
（総額の２割以内／上限：年間２万円）
町内の塾での費用の一部が補助されます。
（総額の２割以内／上限：年間２万円）

この春の矢高卒業生の
合格者数です。

【国公立大学】

岡山大（理）
香川大（創造工）
山口大（経）
山口大（工）
山口大（理）
鳥取大（地域）
島根大（総合理工）
愛媛大（理）
名古屋工業大（工）

編

集

後

記

　今
月
号
を
も
っ
て
広
報
担
当
を
代
わ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
５
年
間
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
支
え
に
よ
り
全
う
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　日
々
感
じ
て
い
た
の
は
、
人
に
情
報
を

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

今
ま
で
自
分
が
思
っ
て
い
た
以
上
に
難
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
誰
に

も
わ
か
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

自
分
な
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
だ
わ
り
や

工
夫
を
盛
り
込
み
な
が
ら
作
り
上
げ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
取
材
先
で
出
会
う
皆

さ
ん
と
の
交
流
は
と
て
も
楽
し
く
、
幸
せ

な
時
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　広
報
担
当
は
代
わ
り
ま
す
が
、
引
き
続

き
「
広
報
や
か
げ
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　一
日
も
早
く
、
マ
ス
ク
姿
で
は
な
い
皆

さ
ん
の
笑
顔
を
撮
影
で
き
る
日
が
来
ま
す

よ
う
に
。（
堀
）

総務防災課秘書広報係
☎（82）1010　有線0522

問

やかげ観光大使

登録用アドレス e-yakage@xpressmail.jp
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